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大
生
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査
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は

内
部
質
保
証
の
更
な
る
推
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に
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け
て

内
部
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
構
築
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お
け
る

短
大
生
調
査
の
活
用
可
能
性
の
検
証
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短
大
生
調
査
は
一
般
財
団
法
人
短

期
大
学
基
準
協
会
調
査
研
究
委
員
会

が
、
「
短
期
大
学
に
お
け
る
主
体
的
改

革
・
改
善
に
資
す
る
自
己
評
価
方
法

に
関
す
る
調
査
研
究
」
の
課
題
の
も
と
、

「
短
期
大
学
に
お
け
る
学
習
効
果
測

定
法
の
開
発
」
と
し
て
実
施
す
る
も
の

で
あ
る
。
科
学
的
な
研
究
の
蓄
積
に

基
づ
く
質
問
項
目
に
よ
っ
て
、
精
度
の

高
い
自
己
評
価
資
料
が
得
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
参
加
短
期
大
学
に
と
っ
て
、

短大の実情をふまえた独自の分野別 （学科別 ）分類表

短
大
生
調
査
の
活
用
可
能
性

認
証
評
価
制
度
は
、
平
成
三
〇
年
度

か
ら
第
三
サ
イ
ク
ル
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
内
部
質
保
証
の
有
効
性
の
検

証
、
イ
ン
プ
ッ
ト
・
プ
ロ
セ
ス
・
ア
ウ
ト
カ

ム
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
評
価
の
推
進

等
が
制
度
改
革
の
方
向
性
と
し
て
示

さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
十
七
年
二
月
に

開
催
さ
れ
た
日
本
高
等
教
育
評
価
機

構
創
立
十
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
認
証
評
価
の
課
題
と
展
望―

第
三

サ
イ
ク
ル
に
向
け
て―

」
で
は
、
平
成
三

〇
年
か
ら
開
始
予
定
の
第
三
サ
イ
ク

ル
の
展
望
と
し
て
、
内
部
質
保
証
の
有

効
性
の
検
証
、
イ
ン
プ
ッ
ト
・
プ
ロ
セ

ス
・
ア
ウ
ト
カ
ム
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

た
評
価
、
高
等
教
育
機
関
の
多
様
性
へ

の
配
慮
等
が
今
後
の
方
向
性
と
し
て

提
案
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
認
証
評
価

に
お
い
て
、
内
部
質
保
証
の
推
進
と
大

学
教
育
の
可
視
化
は
今
後
さ
ら
に
重

要
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
本
研
究
の
対
象
で
あ

る
短
期
大
学
に
つ
い
て
は
、
認
証
評
価

の
よ
う
な
継
続
的
な
議
論
が
な
さ
れ

て
お
ら
ず
、
昨
今
の
高
等
教
育
改
革

の
中
で
取
り
残
さ
れ
て
い
る
。

1.80

2.40

3.00

3.60
提出期限までに宿題を完成できない

授業に遅刻や欠席をした

外国語を使う

授業で学んだ内容について学外の

人と話す

プレゼンテーションをする

キャリアに関する教育（キャリア開

発、キャリアデザイン、インターン…

レポートの書き方や文章表現を学ぶ

教員が提出物に添削やコメントをす

る

文献や資料を集める図書館を利用する

授業をつまらなく感じた

正解や答えのない問題や課題につ

いて考える

定期的な小テスト

パソコンなどの情報機器を使う

体験的な学習（実習、実験、フィール

ドワーク）

学生同士でディスカッションをする

宿題や課題

2.60

3.10

3.60

4.10

4.60
外国語を使う力

数値やデータを理解する力

選挙への関心

自学自習の能力（習慣）

本や資料などを読み解く力

プレゼンテーションをする力

リーダーシップ

論理的に考える力

キャリア意識

文章（レポートなど）を書く力

地域や社会に貢献する意識
異なる文化や考えを持つ人々

を理解する力

自己の理解

PCなど情報機器を使う力

ねばり強さ

現代社会の抱える様々な問題

を理解する力

挑戦する力（チャレンジ精神）

一般的な教養

コミュニケーション能力

計画性・スケジュール管理能

力

他の人と協力する力

専門分野や学科の知識

図
１
【
Ａ
短
大
（
教
育
系
学
科
）
、
教

育
系
学
科
全
体
、
短
大
生
調
査
全
体

の
学
修
経
験
】
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

教
育
系
学
科
全
体
と
短
大
生
調
査
全

体
の
結
果
を
比
較
す
る
と
、
「
キ
ャ
リ

ア
に
関
す
る
教
育
」
は
や
や
経
験
さ
れ

て
い
る
傾
向
に
あ
る
が
、
「
宿
題
や
課

題
」
「
学
生
同
士
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
す
る
」
「
体
験
的
な
学
習
」
「
正
解

や
答
え
の
な
い
問
題
や
課
題
に
つ
い
て

考
え
る
」
「
教
員
が
提
出
物
に
添
削
や

コ
メ
ン
ト
を
す
る
」
に
つ
い
て
は
、
経
験

が
少
な
い
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
Ａ
短
大

（教
育
系
学
科
）は
、
こ
れ

ら
の
項
目
は
い
ず
れ
も
よ
く
経
験
さ

れ
て
お
り
、
短
大
生
調
査
全
体
の
結

果
だ
け
で
な
く
、
教
育
系
学
科
全
体

と
比
較
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
正

確
に
学
修
経
験
を
捉
え
る
こ
と
が
出

来
て
い
る
。

図
２
【
Ａ
短
大
（
教
育
系
学
科
）
、
教

育
系
学
科
全
体
、
短
大
生
調
査
全
体

の
学
修
成
果
】
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

教
育
系
学
科
全
体
と
短
大
生
調
査
全

平
成
二
十
六
年
に
中
央
教
育
審
議

会
の
短
期
大
学
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
か
ら
「
短
期
大
学
の
今
後
の
在
り

方
に
つ
い
て
」
が
公
開
さ
れ
、
日
本
の

高
等
教
育
に
お
け
る
短
期
大
学
の
役

割
と
可
能
性
に
つ
い
て
提
示
さ
れ
た
も

の
の
、
明
確
に
日
本
の
高
等
教
育
政
策

の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

は
見
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

実
際
に
短
期
大
学
数
は
年
々
減
少

し
、
今
後
の
見
通
し
も
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
地
域
に

お
け
る
役
割
は
非
常
に
大
き
く
、
著
し

い
人
材
難
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
幼
稚

園
や
保
育
園
、
福
祉
職
で
働
く
人
材

を
多
く
輩
出
す
る
な
ど
、
そ
の
存
在

意
義
は
決
し
て
小
さ
い
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
近
年
は
経
済
的
な
事
情
に
よ
っ

て
、
高
等
教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
環
境
も

悪
化
し
て
お
り
、
短
期
大
学
は
高
等

教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
確
保
す
る
役
割

も
担
っ
て
い
る
。
短
期
大
学
の
持
つ
特

色
を
活
か
し
た
評
価
活
動
を
通
じ
、

内
部
質
保
証
を
支
え
る
と
と
も
に
、

そ
の
社
会
的
意
義
と
重
要
性
を
明
示

し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
己
点
検
・
評
価
の
資
料
と
な
っ
て
認

証
評
価
へ
の
対
応
に
役
立
つ
だ
け
で
な

く
、
自
校
の
強
み
や
弱
み
を
把
握
し
て

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
へ
の
利
用
な
ど
を

可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
〇
一
五
年
度
の
短
大
生
調
査
は
、

五
十
九
短
大
か
ら
お
よ
そ
一
万
八
千

の
短
大
生
が
参
加
を
し
た
。
前
身
の

調
査
か
ら
八
年
目
を
迎
え
、
延
べ
参

加
短
大
数
二
六
五
校
、
延
べ
参
加
人

数
は
七
万
人
を
超
え
た
。
ま
た
、
こ
の

年
の
短
大
生
調
査
で
は
、
分
野
別
（
学

科
別
）集
計
が
試
行
的
に
行
わ
れ
た
。

分
野
別
集
計
は
、
「
全
国
短
期
大
学
・

高
等
専
門
学
校
一
覧
」
を
も
と
に
、
大

学
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
情
報
を
合
わ
せ
、
短
大
生
調

査
の
た
め
に
独
自
に
開
発
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
調
査
参
加
短
大

全
体
の
デ
ー
タ
と
の
比
較
し
か
で
き

な
か
っ
た
が
、
分
野
別
集
計
に
よ
っ
て
、

各
短
大
内
の
実
情
、
分
野
ご
と
の
特

徴
を
反
映
し
た
比
較
が
可
能
に
な
っ

た
。
二
〇
一
六
年
度
以
降
の
短
大
生

調
査
で
は
、
正
式
に
分
野
別
集
計
が

実
装
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

系コード（大分類）
学科・
専攻数

細目CODE1：
(カッコ内は学科・専攻数内訳）

細目CODE2：
(カッコ内は学科・専攻数内訳）

細目CODE3：
(カッコ内は学科・専攻数内訳）

細目CODE9（その他）：
(カッコ内は学科・専攻数内訳）

1: 教育系 292 幼児・保育(274) － －
初中等教育、体育、養
護等(18)

2: 教養・総合系 141
教養・総合・キャリア・
文化（79）

国語・国文・日本語
（17）

外国語・コミュニケー
ション（45）

－

3: 健康系 287 看護（28） 福祉・リハビリ（98） 食物栄養（105）
検査技師、歯科衛生
等（56）

4: 家政系 70 家政・生活（47） 被服・服飾（21） － デザイン等（2）

5: 芸術系 54 芸術・美術（27） 音楽（23） － 演劇等（4）

6: ビジネス系 71 ビジネス（22） 情報（13） 経済（28） 秘書、法学等（8）

7: 理工系 36 工学（22） － － 農業、環境等（14）

8: その他 10 その他（10） － － －

体
の
結
果
に
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差

が
み
ら
れ
る
項
目
は
な
い
。
し
か
し
、

Ａ
短
大
（
教
育
系
学
科
）
に
着
目
す
る

と
、
「
専
門
分
野
や
学
科
の
知
識
」「他

の
人
と
協
力
す
る
力
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
」
「
地
域
や
社
会
に
貢
献

す
る
意
識
」
な
ど
、
教
育
系
学
科
全
体

で
は
低
い
傾
向
に
あ
る
項
目
も
高
く

な
っ
て
い
る
。
短
大
生
調
査
全
体
と
の

比
較
よ
り
も
、
Ａ
短
大
（
教
育
系
学

科
）
の
特
徴
を
際
立
た
せ
る
こ
と
が
出

来
て
い
る
。

図
３
【
Ａ
短
大
（
教
育
系
学
科
）
、
教

育
系
学
科
全
体
、
短
大
生
調
査
全
体

の
満
足
度
】
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

短
大
生
調
査
全
体
の
結
果
と
比
べ
る

と
、
教
育
系
学
科
全
体
の
満
足
度
は

高
い
傾
向
に
あ
る
。
Ａ
短
大
は
教
育
系

学
科
全
体
の
満
足
度
よ
り
も
さ
ら
に

高
く
、
特
に
「
短
大
で
の
学
び
」「
短
大

や
キ
ャ
ン
パ
ス
」
「
他
の
学
生
」
「
他
者

に
対
す
る
短
大
推
奨
度
」
に
お
い
て
は
、

顕
著
に
満
足
度
が
高
い
傾
向
が
示
さ

れ
て
い
る
。

図１：学修経験

― 短大生調査全体（N=18,532、132学科59短大）

○ A短大（教育系学科）（N=196）

△ 教育系学科全体（N=4,804、31学科）

図２：学修成果

図３：満足度

*スコア換算：
よくあった+2
ときどきあった+1
あまりなかった-1
まったくなかった-2

*スコア換算：
大きく増えた+2
増えた+1
変わってない0
減った-1
大きく減った-2
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Q25-5 短大の総合評価:短大での学び（学習）

Q25-4 短大の総合評価:短大やキャンパス

Q25-3 短大の総合評価:短大の事務職員

Q25-2 短大の総合評価:短大の先生

Q25-1 短大の総合評価:他の学生

Q24 他者に対する短大推奨度

Q24スコア換算：
すすめられる+2
ややすすめられる+1
どちらでもない0
あまりすすめられない-1
すすめられない-2

Q25スコア換算：
満足+1、とても満足+2
どちらでもない0
不満-2、やや不満-1


